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ドイツ人建築家ポール・シュルツェ＝ナウムブルクの建築思想について
-ヴァイマール期(1919-1933)の「屋根論争」におけるモダニズム建築批判を中心に-

内田研究室　竹本　真

研究概要・目的：本研究は、近代ドイツで、当時最も影響力を持っていた「ナショナリスト」とされる
、ドイツ人建築家ポール・シュルツェ=ナウムブルク(Paul Schultze=Naumburg:1869-1949)に注
目し、これまで着目されてこなかったナショナリズムの観点よりモダニズム建築の考察を行った。
　特に、近代ドイツの重要な形態論争である、陸屋根の使用の是非が問われた「屋根論争」での
論考に着目し、ナウムブルクの建築思想の分析と、「屋根論争」への関与を通じてモダニズム建築
の形成過程への影響関係を明らかにすることを目的とする。近代ドイツのモダニズム建築の再考
より、近代ドイツ建築及びナウムブルクについて新たな視座をもたらすことを目指した。
研究成果：

1925.4 　W. グロピウス　
建築雑誌「Uhu」

・トロッケンバウによる
合理的建設方法の提示

・天候に左右されず建設を行う

1925.4 　P. ナウムブルク　建築雑誌「Uhu」
・陸屋根はドイツに相応しい形態でない

1926.3 　W. グロピウス　
建築雑誌「Deutsche Bauzeitung」
・陸屋根は火災リスクが低い
・陸屋根は気密性が高い

1926.8 　W. グロピウスら　建築雑誌「Bauwelt」
・セントラルヒーティングによる中央排水

・水平方向への増築が可能
・屋上庭園の転用 ( 物干し場等 )

・傾斜屋根は外側排水により軒が凍結する

1926.11,12 　P. ナウムブルク　
建築雑誌「Deutsche Bauzeitung」
・勾配屋根は排水が容易
・雨漏れの確認が容易

・陸屋根は耐力壁が増加する

1927　P. ナウムブルク　書籍『建築の ABC』等
・勾配屋根は排水が容易
・雨漏れの確認が容易

・陸屋根は耐力壁が増加する

1927.10 　E. マイら　建築雑誌「Das Neue Frankfrut」
・テラスでの日光浴は衛生的の望ましい
・陸屋根は高度な技術力を表している

・屋根裏部屋の居室化
・傾斜屋根は新時代に対応できていない

1928　P. ナウムブルク　
書籍『芸術と人種』等

・勾配屋根はドイツ的でない
・陸屋根はユダヤ的である

・陸屋根はオリエントのものである

同雑誌上で対抗 勾配屋根を批判 勾配屋根を批判 陸屋根を批判 1929
世界恐慌

陸屋根を批判

苦労した点や感想など：コロナ禍の影響で、ドイツでの資料収集や実際の建築物を見に行くこと
ができなかった点が心残りであり、本研究に不足している点と感じています。本研究で得られた知
見に満足することなく、本研究での知見を手がかりに研究を進めていきたいと思います。
　指導教授である内田青蔵先生、内田研究室特別助教授である須崎文代先生、本学建築学科の
先生方に心より感謝申し上げます。


